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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　　平成21年6月26日に提出いたしました第122期（自　平成20年４月１日　至　平成21年3月31日）有価
証券報告書の記載事項の一部に修正すべき事項がありますので、金融商品取引法第24条の２第１項
の規定に基づき、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報
　第４　提出会社の状況
　　　３　配当政策
 

３【訂正個所】
　　　３　配当政策
　　　　　　　訂正個所は　　を付して表示しております。

 
 

第一部【企業情報】
 
第４【提出会社の状況】

 
　　３【配当政策】
　　　（訂正前）
　　　　　当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題と考え安定した配当を継続して行うことを基

本として企業体質の強化と将来の事業展開に備えるための内部留保の充実などを総合的に
勘案して、株主の皆様への利益還元をしていくことを利益配分に関する基本方針としており
ます。内部留保金の使途としては、財務体質の強化及び研究開発、設備投資、内部統制文書化、
情報システムの高度化など将来の成長につながる戦略投資に充当したいと考えております。

　　　＜以下省略＞
 
　　　（訂正後）
　　　　　当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題と考え安定した配当を継続して行うことを基

本として企業体質の強化と将来の事業展開に備えるための内部留保の充実などを総合的に
勘案して、株主の皆様への利益還元をしていくことを利益配分に関する基本方針としており
ます。内部留保金の使途としては、財務体質の強化及び研究開発、設備投資、内部統制文書化、
情報システムの高度化など将来の成長につながる戦略投資に充当したいと考えております。

　　　　　当社は、「毎年９月30日を基準日として中間配当をすることができる。」旨を定款に定めており
ますが、経済情勢や業績の変動に耐えうる経営体質を確立するため、配当は、期末配当の年1
回を基本方針としております。

　　　　　剰余金の配当の決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会であり
ます。

　　　＜以下省略＞
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